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NPO法 人富士市のごみを考える会

。 日 時 =第 1日目 平 成24年 7月 4日 (水)午 前8:30～ 10100

:第 2日 目 平 載24年 7月 iコ!コ (水)輸 3:30～ 8:40

【第3日 目 平 成 24年 8月 31日 (金)午 前8:30～ 10:00

:   官  対 象 と霞土市苦嬢小学校 雑 ‐伊ウラ茨‐l‐OT tt Lク ラス4班 合計 12班

● 事 業内容

① 3R紙 芝居

② 生 ごみ資源化:「印 ばかし」

,         ③  リサイクルについて (デーマは学校からの要望を受けるが事例としてや ト

|            ボ 勅堪採幼モ'亀 〉

● ね らい :①ごみと作らないため」こはどうした卵 朔 をヽ学び気づく。

②ごみは、壇分の気づき換第で、ごみではなくなることに気づく

③生ごみは、具くていやなもの型思っていたが、実は地球の宝物であることに気づく

,   ●  え タシフとNPQ湊 尺富士このごみを考え石会工其 i講師派遣4客 tス タテア辞 4名

● 生 徒持ち物 :①生ごみ

● 学 校に用意していただくもの

① スクリーン(パソコンとプロジェクターは持ち込みますので、それを投影できるもの)

② 延長コード (パソコン用、プロジェクター用)

③ パノヨン・プロジェクターをおく椅子かテエブル Fつ

④ ゴ かしを作るノミケツ (班の数分)一 バケツ :■2個 、

⑤ ↓ゴかし:学校で用意t雰 舞(各班1袋 )

⑥ 気づいたことを書き取るノート

t   iOバ タツの下に幹ぐ券揺慧かビ■エルシート (生ぜみをこぼしたときのため〉

③ 生徒たちは、班ごとにぶ育すわりをして、_話を固く体捌作り       ■

③ 螂 強                  1
′
 ① スプーン (ばかし用):事例 粉 石けんに入つている計量カップ

す  告
一
選昔 朝 購 ヂ 鉾 鵡 =・

① (3Rのはなしデーター)梅原→小野=時 田 (USBメ モリー化)     ヽ 1

② ノートパノコン 時 田                     !

③ プロジェクター 小 野一―>時河

④ 生ごみ冊子 (フィランセから)縣

⑤ 写真機 時 田



授業の流翔傑 )

7月 4日 (木)

,■

時間 内容 対象 魁

と : 鋒                        ―

'

(5分 )

訊

挨拶 ・スタジフ紹介

難

__」1輝陽【)

8:35～ 8155

Q9分 )

富士市のご如 こついて
‐
 i::4営::11:i 〈73導野)

8:55～ 9:15

( 2 0分)

3R紙 芝居

モ富士出とごみと私■陣寛 」

全員 (梅卵

9卜と15会▼ロト皐4S…

(節 分

生だ発選碧員牝歩覇鋒丑M既金いしど

枯 ・銃ごとに分かれて行なう

鐘 い

スタンフ全員

9:45～ 9:55

( 1 重 卜 ち 心
r ´

まとめ ・感想発表 銀 (小野)

9:55～ 10」と00

(5分 )

勧 り碑 鎖  _ 盤

縣 :時間管理、

|

|
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援業つ流れ (案)

3日 目 (8月 31日 )(4鎖)

||;:::::i::i!″!) ',〕 li::] [] [:it:ヨ1::''F

時  間 内 容 」韓

8i30_ 4年 生全員 :各班が EMボ カシのバケツを持つて

印 火 関 ま 王 単 義 重 雀 & !            ァ
‐ 一 、と

先生

8:30ハ V8:40 各班ごとにバケツの生ごみを畑に埋める。目印をつけ

ておくこと。

(小野、竹内)

摯

挨憐 ・スタンフ紹介

1棲麗廷       生 ご申 び―虫等

観察

騒  i ‐々' i : , 2 ,ヽ

彩 ンフ

銀

8・=― 録:ふ寡

(40を分ド)

(時日  )

スタッフ全員

ペットボ トルのソサイクルについて9: 15～ 9:45

K30分)

縣 :時間管理

＼

NPO法 人富士市のごみを考える会

縣 昌 司  (63-5697)



富士姉―
A小
学技A境 壊集

案 摘 企 画 書保 )

NPO法 人富士市のごみを考える会

r

● 日 時 :第 1日 目 平 成ν4年 7月 5日 (木)午 後 13:40-■ 5:"

●    第 2日 目 平 成 24年 7月 13日 (金)午 前8:00             ど

Q    策 3日 目 平 成 24年 9月 4日 (火)午 前 10:25～ 12:05

r  ・
・
純碁―護 帝能轍争i学ヽ校準 空母努 ズ 88年  1‐妨 ス4錬 合計 12班  ―!

● 事 業内容

① 3R紙 芝居

② 生 ごみ資源化:「EMば かし」及び「だつくす食ん太君」の体験

ィ          ③  ジサイクルについて (テーマは学校からの要望を受けるが事例としてペット
志            ぶ れを紹介助亀 )
● ね らい:①ごみを作らないためにはどうしたらよいかを学び気づく。

②ごみは、自分の気づき次第で、ごみではなくなることに気づく

―          (》 生ごみは、臭くていやなものと思つていたが、実は地球の宝物であることに気づく

を
1  ●

 え タンフ:NFO法 人富士市のごみを考える会より、講師派遺4名、スタッフユ～4名

● 生 徒持ち物 :①生ごみ

● 学 校に用意していただくもの

① スクリーン(パノコンとプロジェクターは持ち込みますので、それを投影できるもの)

t    ② 延長耳―ド(パノヨン用▼プロジェクター用)
｀
  ③ パノヨン・プrrジェクターをおぐ補子かテーブルrつ

④ ぼかしを作るバケツ (班の数分) バ ケツit5個、だつくす食ん太君:3箱       Ⅲ

⑤ ぼかし:(小野一―>ふじひろみ熊谷十一>学校)12袋 (各班1!袋)          ヽ

⑥ 気づいたことを書き取るノート
!⑦ メ`ケツの下に引ぐ― かビユールシート(生ごみをこぼしたときのため光

⑥ 生徒たちは、班ごとに体育すかり身して、話身闘セ体制作り

③ 虫眼鏡、                               ｀
r  ① スプーン (ぼかし用):事例 粉石けんに入つている計量カップ

l   ol当 会で                    、

① (3Rのはなしデーター)梅原→小野 (USBメ モリエ化)    ||、

② ノートパノコン 小野                     |

③ プロジェクター 小野                     ‐

④ 生ごみ冊子 (フィランセから)縣

⑤ 写真機 竹 内、望月



授業の確 )

7月 も日 (木)

縣 :時間管理、

時儡 内容 対象 担 当

1伊 と
!・
範 (5分 )と 執

挨拶 ・スタンフ紹介

i先
生

(冒野R)

13:45～ 14:05

(20分 )

富士市のごみの現状について

3R紙 芝居

「富士山とごみを私 part と !

頚 (小野

(梅原)

14:05～ 14:15

( 1 0分)

「だつくす食ん太君」体験説明 全員 (菅井)

14:15～ 14:25

(le斜 ―

トイレ休憩 先生

14:25～ 14:55

( 3 0斜

生ごみ資源化実験 EMぼ かし

組・班ごとに分かれて行なう

全員 (竹内)

スタッフ全員

r4ミ■f盟勢ゃ.酸 子
~貯

(15分)

幸 とめ
'‐
麹霞韓詩    ! 録 (小野)

15: 10ムV15: 15 終わりめ挨拶 全員 先生



才   毒 案台環境教育

ノ    牙 日・言 〈7月 13日 )〈金)

授業の流れ (案)

時  間 内 容 担当者

S:Cは 4年 生全員 :各襲が 砲直 ボカシのバケツを持つて

雑 用触 難

先生

8:00～ 8:10 各班ごとにバケツの生ごみを畑に埋める。目印をつけ

ておくこと。

(小野、竹内)

3日 目 (9月 4日 )(火 )

授業の流れ密訪

時 間 内 容 担当者

10:25(5う)) 導入

挨拶 ・スタッフ紹介

先生

(縣)

コ0革コ&分-11:05

( 4 0夕 ))

梗産にて校庭産墾めた生ごみの状競及び 虫 1等

観察

(引常率子t 伸

みタンフ

全員

11:05～ 11:20

(■5分 )

トイレ休憩

11:20～11:50

(鉛 効
~

ペットボトルのジサイクルについて (時日  )

スタッフ全員

11靭 ～12:00

(10分 )

感想発表 衛  )

12:00～12:05

(5分 )

終わりの挨拶 先生

縣 :時間管理

N P Ot法人富士市のごみを考える会

縣 昌 司  (63-5697)


